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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第78期
第２四半期
累計期間

第79期
第２四半期
累計期間

第78期

会計期間

自平成28年
　４月１日
至平成28年
　９月30日

自平成29年
　４月１日
至平成29年
　９月30日

自平成28年
　４月１日
至平成29年
　３月31日

売上高 （千円） 5,181,204 5,385,620 10,341,989

経常利益 （千円） 363,003 106,365 512,353

四半期（当期）純利益 （千円） 226,883 68,522 346,497

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） - - -

資本金 （千円） 2,298,010 2,298,010 2,298,010

発行済株式総数 （千株） 15,385 15,385 15,385

純資産額 （千円） 3,848,502 3,990,571 3,956,315

総資産額 （千円） 9,612,551 10,644,878 10,154,626

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 147.93 44.97 226.16

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） - - -

１株当たり配当額 （円） - - 4.00

自己資本比率 （％） 40.0 37.5 39.0

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 766,018 512,150 1,676,311

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △556,062 △656,086 △1,716,138

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △157,682 △298,748 502,779

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 1,421,070 1,389,064 1,831,749

 

回次
第78期
第２四半期
会計期間

第79期
第２四半期
会計期間

会計期間

自平成28年
　７月１日
至平成28年
　９月30日

自平成29年
　７月１日
至平成29年
　９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 75.43 26.74

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ
いては記載しておりません。

２．売上高には、消費税は含んでおりません。
３．当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前事業年度の
期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま
せん。

 

２【事業の内容】
当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
また、主要な関係会社の異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、当第２四半期累計期間において、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて、重要

な変更はありません。

 

 

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当第２四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。
 
(1)　経営成績

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、企業収益の回復や雇用・所得環境の改善が進み緩やかな回復基

調が見られるものの、東アジア地域における地政学的リスクの高まりや、中国、アジア新興国等の経済動向、欧

米の政策動向など、下振れリスクが多数存在しており、依然として景気の先行きは不透明な状況にあります。

当社の関係する自動車業界では、各完成車メーカーでの販売台数の見直しにより、当社の売上高も順調に推移

し、当初の見込を上回る結果となりました。

このような状況のなか、当社では、更なる成長を目指すため、設備等の投資にも資本を振り向け、品質管理及

び原価低減に取り組み、収益の拡大に努めております。

この結果、当第２四半期累計期間の売上高は5,385百万円（前年同期比3.9％増加）、営業利益92百万円（前年

同期比71.7％減少）、経常利益106百万円（前年同期比70.7％減少）、四半期純利益68百万円（前年同期比69.8％

減少）となりました。

 

(2)　財政状態

（資産）

当第２四半期会計期間末における流動資産は4,572百万円となり、291百万円増加いたしました。主な要因は、

受取手形及び売掛金（227百万円）、電子記録債権（268百万円）が増加したこと等によるものです。固定資産は

6,072百万円となり198百万円増加いたしました。主な要因は、有形固定資産（192百万円）が増加したこと等によ

るものです。

この結果、資産合計は10,644百万円となり、前事業年度末に比べ490百万円増加いたしました。

（負債）

当第２四半期会計期間末における流動負債は4,343百万円となり、674百万円増加いたしました。主な要因は、

支払手形及び買掛金（567百万円）、その他（93百万円）が増加したこと等によるものです。固定負債は2,310百

万円となり、218百万円減少いたしました。主な要因は、長期借入金（237百万円）が減少したこと等によるもの

です。

この結果、負債合計は6,654百万円となり、前事業年度末に比べ455百万円増加いたしました。

（純資産）

当第２四半期会計期間末における純資産は3,990百万円となり、前事業年度末に比べ34百万円増加いたしまし

た。主な要因は四半期純利益の計上（68百万円）等によるものです。

この結果、自己資本比率は37.5％（前事業年度末は39.0％）となりました。
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(3)　キャッシュ・フローの状況

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、1,389百万円となりました。各

キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期累計期間における営業活動による資金は512百万円の収入となり、前第２四半期累計期間に比べて

253百万円の収入減少となりました。これは、主として、税引前四半期純利益105百万円、減価償却費537百万円に

よるものです。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期累計期間における投資活動による資金は656百万円の支出となり、前第２四半期累計期間に比べて

100百万円の支出増加となりました。これは、主として、有形固定資産の取得により支出が645百万円によるもの

です。

したがいまして、営業活動によるキャッシュ・フローと投資活動によるキャッシュ・フローを合わせたフリー

キャッシュ・フローは143百万円の赤字（支出超過）となりました。
 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期累計期間における財務活動による資金は298百万円の支出となり、前第２四半期累計期間に比べて

141百万円の支出増加となりました。これは、主として、長期借入金の返済による支出が237百万円によるもので

す。

 

(4)　重要事象等について

該当事項はありません。

 

(5)　対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(6)　研究開発活動

当第２四半期累計期間の研究開発費総額は22百万円です。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 60,000,000

計 60,000,000

（注）平成29年６月28日開催の第78回定時株主総会において、株式併合に関する議案が承認可決されております。

　　　これにより、株式併合の効力発生日（平成29年10月１日）をもって、発行可能株式総数は54,000,000株減少し、

　　　6,000,000株となっております。

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成29年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成29年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 15,385,000 1,538,500
東京証券取引所

市場第二部

　単元株式数

　100株

計 15,385,000 1,538,500 － －

（注）１．平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。これにより、発行済株

　　　　　式総数は13,846,500株減少し、1,538,500株となっております。

（注）２．平成29年６月28日開催の第78回定時株主総会において、株式併合に関する議案が承認可決されております。

　　これにより、株式併合の効力発生日（平成29年10月１日）をもって、単元株式数が1,000株から100株に変更

　　となっております。

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成29年７月１日～

平成29年９月30日
- 15,385 - 2,298,010 - -

（注）平成29年６月28日開催の第78回定時株主総会決議により、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株

の割合で株式併合を行い、発行済株式総数は13,846千株減少し、1,538千株となっております。
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（６）【大株主の状況】

  平成29年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

日東株式会社 東京都江戸川区東葛西6-23-4 5,016 32.60

酒井　政賢 東京都目黒区 2,000 13.00

ヤイズボデー工業株式会社 静岡県榛原郡吉田町住吉4483-1 570 3.70

水野　弘 静岡県榛原郡吉田町 383 2.49

松井証券株式会社 東京都千代田区麹町1-4 369 2.40

クリナップ株式会社 東京都荒川区西日暮里6-22-22 324 2.11

株式会社紀文食品 東京都中央区銀座5-15-1 306 1.99

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内1-1-2 258 1.68

イクヨ従業員持株会 神奈川県厚木市上依知3019 186 1.22

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町1-2-10 173 1.12

計 － 9,586 62.31

 

EDINET提出書類

株式会社イクヨ(E02226)

四半期報告書

 6/16



（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成29年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 - - -

議決権制限株式（自己株式等） - - -

議決権制限株式（その他） - - -

完全議決権株式（自己株式等）
普通株式

149,000
- -

完全議決権株式（その他）
普通株式

15,204,000
15,204 -

単元未満株式
普通株式

32,000
- -

発行済株式総数 15,385,000 - -

総株主の議決権 - 15,204 -

（注）１．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式（失念株式）が3,000株含まれており

ます。また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数3個が含まれておりま

す。

　　　２．平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。これにより、発行済株式

総数は、13,846,500株減少し、1,538,500株となっております。

　　　３．平成29年６月28日開催の第78回定時株主総会において、株式併合に関する議案が承認可決されております。こ

れにより、株式併合の効力発生日（平成29年10月１日）をもって、単元株式数が1,000株から100株に変更と

なっております。

 

 

②【自己株式等】

平成29年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社イクヨ
神奈川県厚木市上依

知３０１９番地
149,000 - 149,000 0.97

計 - 149,000 - 149,000 0.97

（注）平成29年６月28日開催の第78回定時株主総会の決議により、平成29年10月１日付で株式併合（普通株式10株につき

１株の割合で株式併合）及び単元株式数の変更（1,000株から100株に変更）を行っております。

 

 

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間において、役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成29年７月１日から平成29

年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成29年４月１日から平成29年９月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついては、ＲＳＭ清和監査法人による四半期レビューを受けております。

なお、清和監査法人は、平成29年７月１日付をもって名称をＲＳＭ清和監査法人に変更しております。

 

３．四半期連結財務諸表について
四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項により、当

社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集団の財

政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を誤らせない程度に重要性が乏しいものとし

て、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次の通りであります。

資産基準　　　　　3.0％

売上高基準　　　　0.7％

利益基準　　　　△0.6％

利益剰余金基準　△1.9％
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成29年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,831,749 1,389,064

受取手形及び売掛金 1,685,287 ※ 1,912,780

電子記録債権 103,849 ※ 372,140

商品及び製品 72,561 92,933

仕掛品 77,399 75,167

原材料及び貯蔵品 151,921 175,835

その他 357,391 554,171

流動資産合計 4,280,161 4,572,094

固定資産   

有形固定資産   

建物 4,010,108 4,246,795

減価償却累計額 △3,312,846 △3,344,779

建物（純額） 697,261 902,015

工具、器具及び備品 26,031,221 26,648,110

減価償却累計額 △23,299,622 △23,766,616

工具、器具及び備品（純額） 2,731,598 2,881,493

土地 1,169,861 1,169,861

その他 4,246,998 4,094,528

減価償却累計額 △3,752,113 △3,761,615

その他（純額） 494,885 332,912

有形固定資産合計 5,093,606 5,286,283

無形固定資産 39,201 43,874

投資その他の資産   

その他 741,656 742,626

投資その他の資産合計 741,656 742,626

固定資産合計 5,874,464 6,072,783

資産合計 10,154,626 10,644,878

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,968,930 ※ 2,536,682

1年内返済予定の長期借入金 474,000 474,000

未払法人税等 24,970 31,684

賞与引当金 81,798 87,574

その他 1,119,952 ※ 1,213,919

流動負債合計 3,669,651 4,343,859

固定負債   

長期借入金 1,882,000 1,645,000

退職給付引当金 646,660 665,447

固定負債合計 2,528,660 2,310,447

負債合計 6,198,311 6,654,306

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,298,010 2,298,010

利益剰余金 1,555,379 1,562,956

自己株式 △26,412 △26,533

株主資本合計 3,826,977 3,834,433

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 129,337 156,137

評価・換算差額等合計 129,337 156,137

純資産合計 3,956,315 3,990,571

負債純資産合計 10,154,626 10,644,878
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（２）【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

売上高 5,181,204 5,385,620

売上原価 4,350,146 4,741,473

売上総利益 831,057 644,147

販売費及び一般管理費 ※ 505,657 ※ 551,897

営業利益 325,400 92,249

営業外収益   

受取利息 236 135

受取配当金 6,072 5,955

金型精算差益 53,395 21,483

その他 2,831 3,581

営業外収益合計 62,536 31,155

営業外費用   

支払利息 15,775 14,338

金型精算差損 8,269 1,045

為替差損 - 961

その他 888 693

営業外費用合計 24,932 17,039

経常利益 363,003 106,365

特別利益   

有形固定資産売却益 - 35

特別利益合計 - 35

特別損失   

固定資産除却損 20,812 1,153

投資有価証券評価損 7,831 -

特別損失合計 28,644 1,153

税引前四半期純利益 334,359 105,248

法人税、住民税及び事業税 43,474 21,453

法人税等調整額 64,001 15,272

法人税等合計 107,475 36,725

四半期純利益 226,883 68,522
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 334,359 105,248

減価償却費 357,947 537,747

賞与引当金の増減額（△は減少） △9,827 5,776

退職給付引当金の増減額（△は減少） 8,011 18,787

受取利息及び受取配当金 △6,309 △6,090

支払利息 15,775 14,338

固定資産除却損 20,812 1,153

固定資産売却損益（△は益） - △35

投資有価証券評価損益（△は益） 7,831 -

売上債権の増減額（△は増加） 259,804 △555,560

未収入金の増減額（△は増加） 118,823 30,511

たな卸資産の増減額（△は増加） 15,384 △42,054

仕入債務の増減額（△は減少） △263,467 627,529

未払金の増減額（△は減少） △91,345 △9,333

前受金の増減額（△は減少） 83,432 △44,134

未払消費税等の増減額（△は減少） △32,192 6,307

その他 54,756 △162,416

小計 873,797 527,774

利息及び配当金の受取額 6,309 6,090

利息の支払額 △16,510 △14,579

法人税等の支払額 △97,577 △7,134

営業活動によるキャッシュ・フロー 766,018 512,150

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △566,715 △645,149

無形固定資産の取得による支出 △631 △9,783

有形固定資産の売却による収入 - 50

投資有価証券の取得による支出 △1,997 △2,078

貸付けによる支出 △3,600 -

貸付金の回収による収入 1,951 2,031

その他 14,930 △1,157

投資活動によるキャッシュ・フロー △556,062 △656,086

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △157,000 △237,000

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △682 △682

自己株式の取得による支出 - △120

配当金の支払額 - △60,944

財務活動によるキャッシュ・フロー △157,682 △298,748

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 52,274 △442,684

現金及び現金同等物の期首残高 1,368,796 1,831,749

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 1,421,070 ※ 1,389,064
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

※　四半期会計期間末日満期手形及び電子記録債権

　　四半期会計期間末日満期手形及び電子記録債権の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしてお

ります。なお、当四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形及び電

子記録債権が四半期会計期間末日残高に含まれております。

　　　　　　　　　　前事業年度
　　　　　　　　　　（平成29年３月31日）

　　　　　　　　　　当第２四半期会計期間
　　　　　　　　　　（平成29年９月30日）

 
受取手形 -千円

電子記録債権 -千円

支払手形 -千円

設備関係支払手形 -千円
 

 
 48,570千円

 7,777千円

 229,699千円

 41,025千円
 

 

（四半期損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
（自　平成28年４月１日
　　至　平成28年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成29年４月１日
　　至　平成29年９月30日）

運搬費 265,337千円 311,479千円

役員報酬 37,886千円 38,276千円

給与手当 78,648千円 78,490千円

賞与引当金繰入額 15,268千円 14,816千円

退職給付費用 3,266千円 3,217千円

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとおり

であります。
 

 
前第２四半期累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年９月30日）

現金及び預金勘定 1,421,070千円 1,389,064千円

預入期間が３ケ月を超える定期預金 -千円 -千円

現金及び現金同等物 1,421,070千円 1,389,064千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自平成28年４月１日　至平成28年９月30日）

１．配当金支払額
　　　該当事項はありません。
 
２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後となる
もの

　　　該当事項はありません。
 
Ⅱ　当第２四半期累計期間（自平成29年４月１日　至平成29年９月30日）
１．配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり

配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月28日

定時株主総会
普通株式 60,944 4.00 平成29年３月31日 平成29年６月29日 利益剰余金

 
２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後となる
もの

　　　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社は、自動車部品事業を単一のセグメントとして運営しており、これ以外に報告セグメントがないため、

記載を省略しております。

 

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年９月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 147円93銭 44円97銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 226,883 68,522

普通株主に帰属しない金額（千円） - -

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 226,883 68,522

普通株式の期中平均株式数（千株） 1,533 1,523

（注）１．当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前事業年度の期

首に当該株式併合が行われたと仮定して、１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

　　　２．潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

（株式併合及び単元株式数の変更等）

　当社は、平成29年４月26日開催の取締役会において、平成29年６月28日開催の第78回定時株主総会に株式併合

及び単元株式数の変更について付議することを決議し、同定時株主総会で承認可決され、平成29年10月１日でそ

の効力が発生しております。

 

（１）株式併合及び単元株式数の変更の目的

全国証券取引所は、「売買単位の集約に向けた行動計画」を発表し、すべての国内上場会社の普通株式の

売買単位を100株に統一することを目指しております。

当社は、東京証券取引所に上場する企業として、この趣旨を尊重し、当社普通株式の売買単位である単元

株式数を1,000株から100株に変更するとともに、証券取引所が望ましいとしている投資単位の水準（５万円

以上50万円未満）を勘案し、株式併合（普通株式10株につき１株の割合で併合）を実施するものでありま

す。

 

（２）株式併合の内容

　　　　　　①　株式併合する株式の種類

　　　　　　　　普通株式

　　　　　　②　株式併合の方法・比率

平成29年10月１日をもって、平成29年９月30日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主の所有株

式数を基準に、10株につき１株の割合をもって併合いたしました。

　　　　　　③　株式併合により減少する株式数

株式併合前の発行済株式総数（平成29年９月30日現在） 15,385,000株

今回の株式併合により減少する株式数 13,846,500株

株式併合後の発行済株式総数 1,538,500株

（注）「株式併合により減少する株式数」及び「株式併合後の発行済株式総数」は、併合前の発行済株

式総数及び株式併合の割合に基づき算出した理論値であります。

 

（３）１株未満の端数が生じる場合の処理

株式併合の結果、１株に満たない端数が生じた場合には、会社法の定めに基づき、一括して処分し、その

処分代金を端数の生じた株主に対して、端数の割合に応じて分配いたします。

 

（４）効力発生日における発行可能株式総数

6,000,000株
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株式併合の割合にあわせて、従来の60,000,000株から6,000,000株に減少いたしました。

 

（５）単元株式数の変更の内容

株式併合の効力発生と同時に、普通株式の単元株式数を1,000株から100株に変更いたしました。

 

（６）株式併合及び単元株式数の変更の日程

取締役会決議日 平成29年４月26日

株主総会決議日 平成29年６月28日

株式併合及び単元株式数の変更の効力発生日 平成29年10月１日

 

（７）１株当たり情報に及ぼす影響

１株当たり情報に及ぼす影響については、当該箇所に記載しております。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  
 

平成29年11月10日

株式会社イクヨ

取締役会　御中

 

ＲＳＭ清和監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 坂井　浩史　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 大塚　貴史　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社イクヨ

の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの第79期事業年度の第２四半期会計期間(平成29年７月１日から平成29年

９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成29年４月１日から平成29年９月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正

に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社イクヨの平成29年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了

する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 
以　　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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